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る 場 合 に お い て も ， 第 三 者 に よ っ て 設 計 製 造 さ れ た 既 設 計 部 品 （ In te l lectua l  



























本論文は 5 章から構成される．以下では，各章の概要を述べ，評価を加える． 
第 1 章「 In t roduc t ion」では，本論文の背景と目的および概要をまとめ，著者の
研究の位置付けを明らかにしている．  
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第 3 章 「 App l ica t ion  o f  the  Ha rdwa re -Tro jan  Detect ion  Ut i l i z ing  Mach ine  
Learn ing」では，第 2 章で提案した 11 個のハードウェアトロイ特徴量を用いて，
多段ニューラルネットワークの最適化を行い，ハードウェアトロイ信号線と通常










報から，正常動作と異常動作とを識別するものである．実際に， I oT デバイスと
して，組込みマイクロコントローラを取り上げ，その動作をモデル化し，電力を
測定した結果，正常動作と異常動作との識別に成功している．  
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